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１
１
月
１
０
日
に
ユ
ニ
オ
ン
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
第
２
回
国
労
鹿
児
島

地
区
本
部
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。柏

木
副
委
員
長
か
ら
「
国
労
の
運

動
が
職
場
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
考

え
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
皆
で

考
え
て
行
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に

本
総
会
で
真
摯
な
議
論
を
し
て
頂
き

た
い
。
」
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。

議
長
に
、
鹿
児
島
乗
務
セ
ン
タ
ー

の
松
岡
組
合
員
を
選
出
。
「
３
０
年

ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
き
り
し
ま
ワ
ン
マ

ン
運
転
・
減
便
、
区
間
短
縮
な
ど
の

合
理
化
が
実
施
さ
れ
、
利
用
者
、
地

域
か
ら
多
く
の
不
満
が
だ
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
社
員
の
労
働
条
件
改
善
と

公
共
交
通
と
し
て
地
域
・
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
総
会
で
議
論
し

方
針
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。
」
と
挨

拶
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
原
村
執
行
委
員
長
の

挨
拶
（
内
容
は
２
面
）
。
引
き
続
き

７
名
の
来
賓
の
皆
様
か
ら
（
氏
名
２

面
）
連
帯
の
挨
拶
を
頂
き
、
最
後
に

九
州
本
部
岩
元
書
記
長
よ
り
、
今
後

の
闘
い
と
取
組
み
に
つ
い
て
提
起
を

頂
き
ま
し
た
。

議
事
を
進
行
、
黒
木
副
委
員
長
か

ら
２
０
１
７
年
度
経
過
報
告
、
千
代

森
書
記
長
か
ら
２
０
１
８
年
度
方
針

（
案
）
的
場
財
政
小
委
員
長
か
ら
２

０
１
７
年
度
決
算
・
２
０
１
８
年
度

予
算
（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
総
括
質

疑
と
し
て
、
６
名
の
組
合
員
が
発
言

し
た
。
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千
代
森
書
記
長
か
ら
「
こ
の
１
年

間
の
取
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、

役
員
任
せ
で
は
な
く
組
合
員
一
人
一

人
が
、
職
場
で
地
域
で
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
も
う
１
歩
前
に

出
る
と
い
う
気
持
ち
で
一
緒
に
奮
闘

し
よ
う
。
」
と
総
括
さ
れ
た
。

経
過
・
方
針
・
財
政
は
全
体
で
承

認
さ
れ
、
最
後
に
原
村
委
員
長
の
「

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
総
会
を

終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
は
交
流
会
を
開
催
し

更
に
団
結
を
深
め
ま
し
た
。

役 職 氏 名

委 員 長 原村 克則

副委員長 柏木 悦郎

黒木 真司

書 記 長 千代森 満

執行委員 福田 公彦

西原 孝徳

丸山 淳一

川崎 義彦

２０１８年度役員議長 松岡氏

鹿児島 原之園氏 鹿児島 厚地氏 宮崎 下永氏 九州本部岩元書記長

◆
こ
の
間
公
用
車
含
め
要
求
を
し

て
き
た
。
年
数
は
か
か
っ
た
が

実
現
し
て
る
。
積
み
重
ね
の
要

求
が
大
事
。

◆
工
務
関
係
管
轄
区
域
が
大
き
く

、
障
害
時
対
応
で
時
間
が
か
か
る

超
勤
も
４
０
～
５
０
時
間
の
人

も
い
る
。
要
員
不
足
で
あ
る
。

要
求
を
。

◆
特
急
ワ
ン
マ
ン
化
車
掌
案
内
業

務
内
容
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
業
務
の
明
確
な
範
疇
を
示

す
よ
う
求
め
て
ほ
し
い
。

◆
今
は
案
内
要
員
が
い
る
か
ら
対

応
で
き
て
い
る
事
を
会
社
に
強

く
突
き
付
け
て
ほ
し
い
。

◆
会
社
は
今
以
上
に
無
人
化
を
す

る
と
言
っ
て
い
る
。
無
札
が
多

く
問
題
が
あ
る
。
闘
い
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。



第
２
回
定
期
地
区
本
部
総
会
に
結

集
さ
れ
た
組
合
員
の
み
な
さ
ん

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

ま
た
、
お
忙
し
い
中
激
励
に
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆

様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
区
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し

４
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
点
目
は
、
組
織
の
強
化
拡
大
に
つ

い
て
で
す
。

国
労
、
と
り
わ
け
地
区
本
部
の
組

織
状
況
は
、
総
会
参
加
者
名
簿
で
も

明
ら
か
な
よ
う
に
危
機
的
な
状
況
に

有
り
ま
す
。
昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
年
々
退
職
す
る
組
合
員
が
増

え
て
い
く
中
、
機
関
運
営
も
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す

九
州
的
に
は
、
今
年
度
は
４
名
の

拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。
組
織
拡
大
を

勝
ち
取
っ
た
地
区
本
部
、
分
会
、
組

合
員
の
教
訓
に
学
び
、
職
場
に
お
け

る
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
中
で
、
職

場
か
ら
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
知
恵
を
出
し

合
い
、
大
胆
に
行
動
を
起
こ
す
事
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
組
合
員
の

よ
り
一
層
の
奮
闘
を
お
願
い
し
ま
す

二
点
目
は
合
理
化
反
対
、
安
全
安

定
輸
送
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
過
去
最
大
規
模
の
減
便
を
実
施

し
ま
し
た
。
九
州
新
幹
線
・
在
来
線

を
合
わ
せ
て
１
１
７
本
を
減
便
、
列

車
キ
ロ
で
は
、
７
％
に
も
上
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
日
豊
線
「
特
急

に
ち
り
ん
」
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に

続
き
「
特
急
き
り
し
ま
」
の
ワ
ン
マ

ン
運
転
化
を
強
行
し
、
新
幹
線
ホ
ー

ム
要
員
の
さ
ら
な
る
削
減
も
行
い
ま

し
た
。

安
全
無
視
の
施
策
に
は
断
固
反
対

し
て
闘
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
減
便
等
に
対
し
て

提
出
さ
れ
た
自
治
体
か
ら
の
多
く
の

改
善
要
望
に
対
し
て
も
、
削
減
し
た

列
車
の
復
活
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
密
着
、
地
域
を
元
気
に
な
ど

と
言
い
な
が
ら
、
自
治
体
か
ら
要
望

に
は
一
切
答
え
よ
う
と
し
な
いJ

R

九

州
の
利
益
追
求
の
み
姿
勢
は
決
し
て

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
受
け
て
、

地
区
本
部
は
２
月
１
７
日
に
「
地
方

公
共
交
通
の
維
持
・
存
続
及
び
安
全

を
求
め
る
報
告
集
会
」
を
開
催
し
、

地
域
住
民
を
無
視
し
、
地
方
交
通
線

を
切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
るJ

R

九

州
に
対
し
て
、
地
域
住
民
や
自
治
体

・
利
用
者
と
幅
広
く
連
携
し
、
鉄
道

の
安
全
・
安
定
の
確
保
と
利
用
者
の

権
利
を
守
る
た
め
共
闘
し
て
ゆ
く
事

を
、
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
と

確
認
し
ま
し
た
。

今
後
も
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
点
目
は
２
０
１
９
春
闘
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て

で
有
り
ま
す
。

２
０
１
８
春
闘
で
は
Ｊ
Ｒ
九
州
は

３
年
連
続
の
有
額
回
答
で
あ
り
ま
し

た
が
、
国
労
の
要
求
と
は
か
け
離
れ

た
も
の
で
あ
り
、
到
底
納
得
の
い
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
５
歳
か
ら
の
賃
金
減
額
に
よ
り

現
職
労
働
者
の
生
活
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
６
０
歳
か
ら
の
再

雇
用
１
５
万
円
の
賃
金
で
は
、
退
職

金
や
預
金
の
切
り
崩
し
で
よ
う
や
く

生
活
す
る
状
況
で
有
り
、
現
職
と
同

じ
労
働
条
件
で
は
無
く
、
賃
金
に
見

合
っ
た
労
働
条
件
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

２
０
１
９
春
闘
で
、
生
活
出
来
る

大
幅
な
賃
上
げ
を
目
指
し
て
、
国
労

は
元
よ
り
、
地
域
、
全
国
の
労
働
者

と
共
に
闘
い
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

四
点
目
は
、
政
治
的
課
題
と
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
つ
い
で

で
す
。

９
月
２
０
日
に
行
わ
れ
た
自
民
党

総
裁
選
挙
は
安
倍
首
相
が
勝
利
し
、

１
０
月
２
日
に
発
足
し
た
第
４
次
安

倍
改
造
内
閣
は
改
憲
を
視
野
に
入
れ

た
布
陣
と
成
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
為
に
も
、
野
党
共
闘

な
ど
を
含
め
、
広
範
な
陣
形
を
構
築

す
る
必
要
が
有
り
ま
す
。

政
府
は
、
２
０
３
０
年
に
向
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
主
力
電

源
」
と
し
な
が
ら
、
原
発
を
「
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
す
る
「
原
発
依

存
政
策
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

川
内
原
発
の
再
稼
働
を
始
め
、
次

々
と
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す

し
、
最
近
で
は
今
月
７
日
、
原
子
力

規
制
委
員
会
は
日
本
原
子
力
発
電
東

海
第
二
原
発
の
、
２
０
年
間
の
運
転

延
長
を
認
め
ま
し
た
。
今
後
も
政
府

、
財
界
の
意
の
ま
ま
に
規
制
委
が
再

稼
働
や
運
転
延
長
を
認
め
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
脱
原
発
社
会
実
現

を
求
め
る
運
動
を
強
め
て
い
く
必
要

が
有
り
ま
す
。

８
月
８
日
翁
長
健
志
、
沖
縄
県
知

事
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

死
の
直
前
ま
で
沖
縄
県
民
の
思
い
に

寄
り
添
い
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
を
許
さ
な
い
と
い
う
立
場
を
貫
い

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

９
月
３
０
日
に
行
わ
れ
た
県
知
事

選
挙
は
、
翁
長
前
知
事
の
路
線
継
承

を
訴
え
た
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
大
差
で

勝
利
し
、
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意

が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
８
月
３
１
日
に
沖
縄
県
が

辺
野
古
の
埋
め
立
て
承
認
撤
回
を
通

告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は

１
０
月
３
０
日
に
そ
の
効
力
を
停
止

し
、
工
事
再
開
を
強
行
し
ま
し
た
。

沖
縄
の
民
意
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で

す
。
本
日
、
西
日
本
か
ら
辺
野
古
へ

の
土
砂
搬
出
に
反
対
す
る
署
名
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

沖
縄
だ
け
で
無
く
、
鹿
児
島
も
基

地
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
０
月
１
３
、
１
４
日
の
２
日
間
、

う
み
が
め
の
産
卵
地
と
し
て
有
名
な

種
子
島
の
長
浜
海
岸
と
旧
種
子
島
空

港
で
、
日
本
版
海
兵
隊
と
い
わ
れ
る

「
水
陸
機
動
団
」
と
第
１
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
団
、
米
海
兵
隊
の
第
３
海
兵
師

団
が
参
加
し
て
、
侵
略
さ
れ
た
離
島

を
奪
還
す
る
想
定
で
日
米
共
同
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
民
有
地

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
到
底
容
認

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
防
衛

省
は
鹿
児
島
県
西
之
表
市
の
馬
毛
島

を
買
収
し
、
米
空
母
艦
載
機
の
陸
上

離
着
陸
訓
練
地
と
し
て
米
軍
訓
練
期

間
は
年
間
２
週
間
程
度
で
、
残
り
の

期
間
は
自
衛
隊
海
・
空
の
航
空
機
訓

練
用
に
活
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

奄
美
の
自
衛
隊
配
備
の
問
題
で
は

２
０
１
８
年
度
中
に
、
大
熊
に
中
距

離
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、
節
子
に

は
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
併
設
。

場
外
離
着
陸
場
や
射
撃
場
、
燃
料
施

設
、
弾
薬
庫
な
ど
を
整
備
す
る
計
画

原村委員長挨拶

に
な
っ
て
お
り
、
ア
マ
ミ
の
黒
ウ
サ
ギ

の
生
息
地
で
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鹿
屋
に
米
海

兵
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
す
る
Ｋ
Ｃ

１
３
０
空
中
給
油
機
を
使
用
し
た
訓
練

を
移
転
さ
せ
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
奄

美
、
種
子
島
、
馬
毛
島
、
鹿
屋
と
米
軍

と
自
衛
隊
の
基
地
機
能
が
増
大
し
軍
事

拠
点
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
軍

事
基
地
強
化
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
の

強
化
も
重
要
で
す
。

来
年
春
に
は
統
一
自
治
体
選
挙
が
夏

に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

統
一
自
治
体
選
挙
で
の
推
薦
議
員
の

当
選
は
も
と
よ
り
、
参
議
院
選
挙
で
勝

利
し
、
安
倍
暴
走
政
治
を
食
い
止
め
る

た
め
に
、
全
力
で
戦
い
ま
し
ょ
う
。

諸
課
題
の
前
進
に
向
け
て
、
全
組
合

員
が
力
を
合
わ
せ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
地
区
本
部
執
行
委
員
会
は
運

動
の
先
頭
に
た
ち
戦
う
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
第
２
回
定
期
総
会
の
開
催

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

★

ご
出
席
頂
い
た

来
賓
の
皆
様

★

野
呂
社
民
党
副
代
表

鹿
児
島
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
村
副
代
表

鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム

湯
浅
代
表

大
森
市
議
会
議
員

吉
満
労
金
南
支
店
長

交
運
共
済
西
郷
所
長

２
・
１
６
藤
崎
代
表


